
神奈川県愛川町

企業版ふるさと
納税のご案内

令和６年２月21日

宮ヶ瀬ダムからの紅葉



愛川町の概要

19,103世帯

世帯数

令和６年１月１日時点

面積
34.28㎢

観光 農業

産業

人口
39,498人



愛川町の概要

特徴

・神奈川県の県央北部、都心から50㎞圏内、
横浜から30㎞圏内に位置している。

・西部には丹沢山地が連なり、宮ヶ瀬ダム等の
施設が多くの人を呼び込んでいる。

・東南部には相模川と中津川の清流に挟まれた
標高100 m前後の台地が広がり、県内有数
の規模を誇る内陸工業団地が立地し産業の拠
点となっている。

・神奈川県内市町村での外国籍住民割合が最も
高く、人口の8.5％以上が外国籍住民である。

↑勤労祭でのサンバカーニバル



愛川町の将来都市像

「ひかり」は町の活気を表し、働く
喜びに満ちた、活⼒とうるおいのあ
るまちの姿を⽰します。

「みどり」は本町の豊かな⾃然を表
し、みどり豊かで、やすらぎのある
まちの姿を⽰します。

「ゆとり」は心やさしく⽀え合う、
いきいきとした健康的なまちの姿を
⽰します。

「それぞれの⽰す姿を⼀体的に実現
し、誰もが心豊かに安心して暮らせ
る「共⽣のまち愛川」を目指します。



愛川町の地方創生に係る取り組み

３.若い世代の結婚・出産・子育ての希望をか
なえる

４.人口減少社会を見据えた、安心して暮らせ
る地域をつくる

愛川町まち・ひと・しごと創生推進計画（地域再生計画）
『人口減少社会を克服し持続可能なふるさと愛川を創る』

４つの基本目標

1．伝統産業・地域農業等の促進事業
2．雇用を生み出す創業・産業立地の促進事業
3．ビジネス環境の創出事業
4．地域ブランド力向上による産業振興事業

３.若い世代の結婚・出産・子育ての希望をか
なえる

４.人口減少社会を見据えた、安心して暮らせ
る地域をつくる

１.地域における安定した雇用を創出する ２.地域への新しいひとの流れをつくる

1．若い世代の就労促進事業
2．女性が活躍できる就労の場づくり事業
3．若い世代が魅力を感じる定住環境の創出事業
4．観光交流の促進事業

1．結婚・出産・子育てにわたる切れ目ない支援事業
2．子育てしやすい環境の整備事業
3．豊かな心を育む特色ある教育の推進事業
4．子どもが主役となる育成環境の創造事業

1．住み続けることのできる交通環境の確保事業
2．あらゆる世代が健康的に活躍できる地域づくり事業
3．地域コミュニティに根差した安心・安全なまちづくり事業
4．既存ストックを活用し人口減少に対応した地域づくり事業



愛川町企業版ふるさと納税対象事業の一例

（目標３：若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる）

外国につながりのある子どもたちも多いこと
から、インターナショナルな学校生活を円滑に
行えるように、多文化共生を推進しています。
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特に紹介したい愛川町企業版ふるさと納税対象事業

（目標２：地域への新しいひとの流れをつくる）

町の北西部にある、横須賀水道「旧
半原水源地跡地」を活用し、約３．５ha
の事業用地で新たな観光拠点形成を
推進しています。

現在は、６年度までの２か年をかけ、
沈殿池を埋め戻し、更地にする敷地造
成工事を進めており、その後は、施設
整備を進めてまいります。
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愛川町企業版ふるさと納税対象事業の一例

（目標３：若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる）

・通信制高校や大学の利用者が増加している
・学校に行きづらい児童生徒の居場所が少ない

・通信制学生の集まれる場を作成し、進学の選択肢を増
やすとともに、自習以外にも、学び直し等の方々との交
流が生まれる学習環境を創造する（キャンパス化）

・時間を分け、学校に行きづらい児童生徒が安心して過
ごせる居場所として環境を創造する

同じ目的を持ったあらゆる世代の交流の場を作り、
新たな地域拠点の創造を目指す
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愛川町の地方創生事業を応援していただける企業様へ

詳しい事業や内容についての連絡先はこちら

愛川町 総務部 企画政策課 小林
〒243-0392 神奈川県愛甲郡愛川町角田251番地1
℡：046-285-6924（直通）
E-mail：kikaku@town.aikawa.kanagawa.jp

企業様へのメリット

・SDGs、社会貢献企業としてのPR

・法人関係税の税額控除拡大

・町ホームページ等での企業PR

・愛川町とのパートナーシップの構築

など

皆様からのご支援お待ちしております。

箕輪耕地と水道坂


